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第２３期第２２回新居浜市農業委員会総会議事録 
 

１ 会議の日時及び場所 

（１）会議の日時 平成３１年３月５日（火曜日）１３：３０～１５：３０ 

（２）会議の場所 市庁舎５階 大会議室 

２ 会議に出欠席した委員数及び氏名等 

（１）農業委員 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

（２）農地利用最適化推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）欠席委員   ２人 

   農業委員   第 ２ 番   石 山 敏 夫 

   農業委員   第１８番   松 本 勝 美 

３ 会議に出席した事務局職員 

   事 務 局 長   藤 田 和 則       事務局 主幹    原   道 樹 
事務局 次長   横 川 俊 彦       農 地 係 長  田 中 賢 禅  
農 政 係 長   谷 口 恭 子     主    事  池 田 有 里 
臨 時 職 員   齊 藤 麻 里 

４ 傍聴者     

   な し 

第 １ 番   山 下   元 

第 ３ 番    藤 田 幸 正 

第 ４ 番   岩 崎 紀 生 

第 ５ 番    小 野 義 尚 

第 ６ 番   寺 尾 俊 行 

第 ７ 番    横 井 直 次 

第 ８ 番   藤 田 健太郎 

第 ９ 番      矢 野 重 明 

第１０番   藤 田 幸  
 

第１１番   近 藤 美喜男 

第１２番   小 野 春 雄 

第１３番   曽我部 英 敏 

第１４番   合 田 有 良 

第１５番   池 田 辰 夫 

第１６番   伊 藤 愼 吾 

第１７番   渡 邊 勝 俊 

第１９番   山 口 三七夫 

第 ９ 番    田 坂 健 次 

第１０番   眞 鍋 哲 哉 

第１１番   寳 田 正 司 

第１２番   守 谷 博 明    

第１３番   飯 尾 象 司 

第１４番   西 原   實 

第１５番   久 枝 啓 一 

第 １ 番   神 野 克 史 

第 ２ 番   岡 田   充 

第 ３ 番    岡 部 正 明 

第 ４ 番   村 上 壽 一 

第 ５ 番    高 橋   繁 

第 ６ 番   井 下 八 郎 

第 ７ 番   髙 橋 眞 次 

第 ８ 番   宇 野 賀津美 
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５ 議事日程 

農地関係 農地法第３条、第４条、第５条申請関係等の審議について 

   農政関係 今年度の活動について 
 

 

                    ◇             

   １３時３０分開会 

〇藤田事務局長    御起立ください。礼。御着席ください。 

総会に先立ちまして、委員の出席状況を御報告いたしま

す。 

農業委員（１７）人・推進委員（１５）人でございます。

よって、「過半数に達しており、」この会が成立しているこ

とを御報告いたします。 

それでは、会長よろしくお願いします。 

●藤田会長     皆さん、こんにちは。 

         今日は、３月末の気温ということですが朝方は寒かったり、

日中は暖かかったりと気温差がありますが、体調管理に十

分気を付けていただいて色んな事に活動していただきたい

と思います。 

それでは、ただいまから第２２回新居浜市農業委員会 総

会を開会いたします。 

まず、農地関係の議案につきましては、議案第１号から議案

第６号までとなっております。 

     農政関係は、「今年度の活動について」を議題といたします。 

なお、本日の議事録署名委員でございますが、会議規則第

１９条の規定により、会長において 

藤田 健太郎委員と矢野 重明委員を指名いたします。両委

員さんよろしくお願いいたします。 

これより農地関係の議案の審議に入ります。 

議案書目次をお開きください。 

議案中、第１号から第３号は決議事項、第４号から 

第６号は意見事項となっております。加えまして参考事項

１件ございます。 
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それでは、議案第１号の審議に入りたいと思いますが、今

回私及び会長代理が関係しておりますため、分けて審議した

いと思います。 

まず、７番から３６番について審議したいと思いますが、

曽我部 英敏会長代理が関係しておりますため、審議には参

加できませんので、退室を求めます。 

それでは、ここで暫時休憩いたします。 

●藤田会長     休憩前に引き続き会議を開きます。 

１ページをご覧ください。 

議案第１号「農用地利用集積計画について」を議題に供し

ます。事務局から議案の説明をお願いします。 

○池田主事         議案第１号につきましては、農業経営基盤強化促進法第１

８条第１項の規定による農用地利用集積計画でございます。

内容といたしましては、田７０筆、畑１４筆 合計面積６７，

１９８．６８平方メートルでございます。 

２ページをお開きください。 

７番の（１－１）さんから７ページ３６番の（１－３０）

さんまでの３０件でございます。 

内訳といたしましては、期間、２年間が４件、３年間が２

１件、３年１カ月間が１件、５年間が４件。利用権の種類は、

使用貸借２９件、賃貸借１件。再設定２５件、新規設定５件

となっております。 

以上の計画要請の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８

条第３項の要件である、農用地利用集積計画の内容が新居浜

市の基本構想に適合するものであること、および、全部耕作

要件・常時従事要件・効率利用要件が認められること、並び

に対象農地の関係権利者の同意が得られていることの各要

件を満たしております。 

ご審議の程よろしくお願い致します。 

●藤田会長          ありがとうございました。 

ただいまの説明に係る補足説明につきましては、地元委員で

あります渡邊 勝俊委員からご報告をいただきます。 
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渡邊委員お願いします。 

○渡邊委員      ３３番から３６番までの借受人の（１－３０）さんであ

りますが（１－３０）さんは本業は大工で仕事の合間に地

元水利組合の水番をしたり、ＪＡの共同機械オペレーター

をやっております。オペレーターをしておりますと耕作を

頼まれることが多く、今回４筆、３反５畝余り耕作を引き

受けることになりました。３反農家が一軒増えたというこ

とになります。以上です。 

●藤田会長        ありがとうございました。 

以上、７番から３６番について質疑に入ります。 

           御意見、御質問はございませんか。 

          はい、合田委員さん。 

●合田委員   ３３番から３６番のご説明があったのですが、かなり無

理をされるのではないかと心配するんですけど。３反等の

為にしたのではないですか。 

●渡邊委員       ２、３年前から作業受委託は既に頼まれてやっており、

今回２件増えたということです。 

●藤田会長     （１－３０）さんは何歳ぐらいの方ですか。 

●渡邊委員      ５８歳です。 

●藤田会長      他に御意見、御質問はございませんか。 

            （「なし」の声あり）  

●藤田会長       ないようですので、原案のとおり許可相当として意見を

決定してよろしいでしょうか。 

            （「異議なし」の声あり） 

●藤田会長       御異議なしと認めます。よって、議案第１号７番から

３６番について」を原案のとおり決定させていただき 

●藤田会長      次に、議案第１号３７番から５６番について、審議に

入りたいと思いますが、私と近藤 美喜男委員、合田 有

良委員、渡邊 勝俊委員が関係しておりますので、審議に

は参加できませんので、退室し議長を曽我部会長代理に

交代いたします。 

それでは、ここで暫時休憩いたします。 
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●曽我部会長代理    休憩前に引き続き会議を開きます。 

           事務局から議案の説明をお願いします。 

○池田主事         ８ページをご覧ください。３７番の(１－３１)さんか

ら１１ページ５６番の（１－５０）さんまでの２０件で

ございます。 

内訳といたしましては、期間１年間が１件、３年間が

１２件、５年間が７件。使用貸借１８件、賃貸借２件。

すべて再設定となっております。 

以上の計画要請の内容は、農業経営基盤強化促進法第

１８条第３項の要件である、農用地利用集積計画の内容

が新居浜市の基本構想に適合するものであること、およ

び、全部耕作要件・常時従事要件・効率利用要件が認め

られること、並びに対象農地の関係権利者の同意が得ら

れていることの各要件を満たしております。 

ご審議の程よろしくお願い致します。 

●曽我部会長代理     ありがとうございました。 

以上、３７番から５６番について質疑に入ります。 

            御意見、御質問はございませんか。 

                 （「なし」の声あり）  

●曽我部会長代理     ないようですので、原案のとおり許可相当として意見

を決定してよろしいでしょうか。 

               （「異議なし」の声あり） 

●曽我部会長代理     御異議なしと認めます。よって、議案第１号「農用地

利用集積計画について」を原案のとおり決定させていた

だきます。 

●曽我部会長代理   それでは、第１号議案の審議が終了しましたので、委

員の入席を求めます。ここで暫時休憩し議長を交代いた

します。 

●藤田会長      休憩前に引き続き会議を開きます。 

１２ページをお開きください。 

議案第２号「農地法第３条第１項目的の競(公)売に係

る買受適格証明について」を議題に供します。事務局か



 
 
 

6 
 

ら議案の説明をお願いします。 

○原事務局主幹    議案第２号につきましては、農地法第３条第１項目的の

公売に係る買受適格証明で、第１番の１件でございます。 

１３ページをご覧ください。 

第１番は、船木字下長野、畑、４筆、合計面積２，７

６４平方メートル、申請人は、市内在住の(２－１)さん

です。 

       申請地につきましては、平成３１年３月６日から売却開

始される公売物件であり、この公売に参加するために、買

受適格証明願が提出されたものであります。 

要件につきましては、農地法第３条申請の許可要件と

同様で、議案書に記載のとおり、取得後のすべての農地

を利用すること、機械、労働力、技術、通作距離などを

みても問題がないこと、農業委員会が定める別段の面積

も超えております。 

なお、申請人が落札した際には後日、農地法第３条申

請が提出される予定となっております。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

●藤田会長       ありがとうございました。 

それでは、１番について質疑に入ります。 

御意見、御質問はございませんか。 

はい、合田委員さん。 

●合田委員      どういう内容なのかもう少し説明していただけないで

しょうか。 

○原事務局主幹    この、船木の畑４筆につきましては高松の国税局が差し

押さえをしていまして国税局の方から「競売にかけます」

という報告が出ております。それを入札するのに、３条の

適格証明がないと入札に参加できないので、今回の申請に

上がってきました。 

●藤田会長     この土地は２,７６４平方メートルですからこれだけだと

条件面積になりませんので、本人が１,０２９.３８平方メ

ートルを耕作しているという事と競売を落札した時に３,
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０００平方メートル超えるということで適格者であると

いうことを農業委員会が証明するという事です。 

●合田委員      分かりました。 

●藤田会長      他に御意見、御質問はございませんか 

（「なし」の声あり） 

●藤田会長        ないようですので、決定してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

●藤田会長        御異議なしと認めます。よって、議案第２号、「農地法

第３条第１項目的の競(公)売に係る買受適格証明につい

て」を原案のとおり決定させていただきます。 

●藤田会長      １４ページをお開きください。 

議案第３号「農地の所有権移転について」を議題に供

します。事務局から議案の説明をお願いします。 

○原事務局主幹     議案第３号につきましては、農地法第３条第１項の規

定による農地の所有権移転で、第６番の１件でございま

す。 

１５ページをご覧ください。 

第６番は、大生院字岸影、畑、２筆、合計面積５３８平

方メートル、譲受人は市内在住の（３－１）さんです。 

譲受人は現在、２．５反ほどの農地を家族で耕作してお

り、今回、譲受人が農業経営規模拡大を図るため、申請地

を取得する目的で、農地法第３条申請が提出されたもので

あり、作付けは、季節野菜を予定しております 

許可要件につきましては、議案書に記載のとおり、取得

後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、

通作距離などをみても問題がないこと、農業委員会が定め

る別段の面積も超えております。 

なお、お手元に農地法第３条第２項第１号から第７号ま

での許可要件について調査書を配布させていただいており

ます。１ページ目となっておりますので、併せてご覧いた

だきますようお願いいたします。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 
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●藤田会長       ただいまの説明に係る現地調査の結果ならびに補足説明

につきましては、地元委員であります、久枝 啓一委員か

ら報告をいただきます。 

久枝委員お願いします。 

○久枝委員         報告させていただきます。現在、(３－１）さんは２反

５畝ありましてお米を主に少し野菜を作っている状況で

す。譲渡人の（３－２）さんは西条市の方で以前は手広く

耕作されていたのですが、高齢のため縮小しております。

この土地が（３－１）さんの実家の直ぐ裏の土地で話が m

まとまったみたいです。（３－１）さんのお父様も熱心に

野菜、米作りをやっておりますので、今後も続けて野菜作

りをされると思います。審議の程よろしくお願いいたしま

す。 

●藤田会長        ありがとうございました。 

以上、議案第３号６番について質疑に入ります。 

御意見、御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

●藤田会長        ないようですので、原案のとおり決定してよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

●藤田会長        御異議なしと認めます。よって、議案第３号「農地の所

有権移転について」を原案のとおり決定させていただきま

す。 

●藤田会長      １６ページをお開きください。 

          議案第４号「農地の転用について」を議題に供します。事

務局から議題の説明をお願いします。 

○田中係長      議案第４号は、農地法第４条第１項の規定による農地転用

の申請で、申請件数は、１件です。 

１７ページをご覧ください。 

２番、多喜浜二丁目、田１筆、申請人は、（４－１）

さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地



 
 
 

9 
 

である第２種農地と判断されます。 

以上、２番の事案の一般基準につきましては、転用行

為が遂行される確実性などが申請書および土地改良区の

意見書等の添付資料によって認められることを、事務局

よりご報告させていただいて、ご審議の程よろしくお願

いします。 

●藤田会長       ありがとうございました。以上、２番について質疑に

入ります。 

             御意見、御質問はございませんか。 

                 （「なし」の声あり）  

●藤田会長       ないようですので、原案のとおり許可相当として意見

を決定してよろしいでしょうか。 

                （「異議なし」の声あり） 

●藤田会長        御異議なしと認めます。よって、議案第４号「農地の

転用について」を許可相当として県知事に意見を送付い

たします 

●藤田会長        １８ページをお開きください。 

議案第５号「農地の転用を伴う所有権移転等について」

を議題に供します。事務局から議題の説明をお願いしま

す。 

○田中係長           議案第５号は、農地法第５条第１項の規定による農地

転用の申請で、申請件数は、２１件です。 

１９ページをご覧ください。 

４２番、庄内町六丁目、畑２筆、譲受人は、（５－１）

さん。 

内容は、店舗３９８．００平方メートル、一体利用地

として、宅地３２１．７７平方メートルがあり、農地区

分は、用途地域であるため第３種農地であると判断され、

区分は、所有権移転です。 

４３番、大永山字出口、畑１筆、譲受人は、（５－２）

さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地
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である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

４４番、多喜浜一丁目、畑２筆、譲受人は、（５－３）

さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

２０ページをお開きください。 

４５番、萩生 字治良丸、畑３筆、譲受人は、（５－

４）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

４６番、長岩町、田３筆、譲受人は、（５－５）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

なお、関連議案として議案６号１番があります。 

４７番、阿島四丁目、畑１筆、譲受人は、（５－６）

さん。 

内容は、露天駐車場、農地区分は、その他の農地であ

る第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

２１ページをご覧ください。 

４８番、郷三丁目、田１筆、譲受人は、（５－７）さん。 

内容は、自己住宅 １１５．６３平方メートル、農地

区分は、その他の農地である第２種農地と判断され、区

分は、使用貸借権で期間は永年です。 

４９番、寿町、田１筆、譲受人は、（５－８）さん。 

内容は、自己住宅 ７６．１８平方メートル、農地区

分は、その他の農地である第２種農地と判断され、区分

は、所有権移転です。 

５０番、寿町、田１筆、譲受人は、（５－９）さん。 

内容は、自己住宅 ９６．０５平方メートル、農地区

分は、その他の農地である第２種農地と判断され、区分

は、所有権移転です。 

２２ページをお開きください。 
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５１番、東田一丁目、田２筆、譲受人は、（５－１０）

さん。 

内容は、貸し露天駐車場、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

５２番、松木町、畑３筆、譲受人は、（５－１１）さん。 

内容は、倉庫（１棟） ９６．００平方メートル、農

地区分は、用途地域であるため第３種農地であると判断

され、区分は、所有権移転です。 

５３番、高木町、田１筆、譲受人は、（５－１２）さん。 

内容は、宅地分譲（１区画）、農地区分は、用途地域

であるため第３種農地であると判断され、区分は、所有

権移転です。 

２３ページをご覧ください。 

５４番、高木町、田３筆、譲受人は、（５－１３）さん。 

内容は、事務所及び倉庫及び露天駐車場・資材置場 ８

０．０１平方メートル、農地区分は、 用途地域である

ため第３種農地であると判断され、区分は、所有権移転

です。 

５５番、高木町、畑１筆、譲受人は、（５－１４）さん。 

内容は、宅地分譲（３区画）、一体利用地として、宅

地６４３．２０平方メートルがあり、農地区分は、用途

地域であるため第３種農地であると判断され、区分は、

所有権移転です。  

５６番、河内町、田１筆、譲受人は、（５－１５）さ

ん外１名。 

内容は、自己住宅 １５３．１２平方メートル、農地

区分は、用途地域であるため第３種農地であると判断さ

れ、区分は、使用貸借権で期間は永年です。 

２４ページをお開きください。 

５７番、坂井町一丁目、畑１筆、譲受人は、（５－１

６）さん。 

内容は、自己住宅 ９７．２９平方メートル、農地区



 
 
 

12 
 

分は、用途地域であるため第３種農地であると判断され、

区分は、使用貸借権で期間は永年です。 

５８番、松原町、畑１筆、譲受人は、（５－１７）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、用途地域であ

るため第３種農地であると判断され、区分は、所有権移

転です。 

５９番、萩生 字河ノ北、畑２筆、譲受人は、（５－

１８）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

２５ページをご覧ください。 

６０番、多喜浜一丁目、田２筆、譲受人は、（５－１

９）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

６１番、多喜浜二丁目、田１筆、譲受人は、（５－２

０）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

６２番、多喜浜二丁目、田１筆、譲受人は、（５－２

１）さん。 

内容は、太陽光発電施設、農地区分は、その他の農地

である第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

以上、４２番から６２番の事案の一般基準につきまし

ても、転用行為が遂行される確実性などが申請書および

土地改良区の意見書等の添付資料によって認められるこ

とを、事務局よりご報告させていただいて、ご審議の程

よろしくお願いします。 

●藤田会長         ありがとうございました。以上、４２番から６２番に

ついて質疑に入ります。 

           御意見、御質問はございませんか。 

            はい、渡邊委員さん。 
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〇渡邊委員       ４８番、譲受人の（５－７）さんの国籍は日本なのです

か。 

〇田中係長       ニュージーランドですが永住権をお持ちです。 

〇渡邊委員       そういう場合は取得できるんですか。 

〇田中係長       はい、できます。補足しておきます。妻と妻の父所有の

土地に建てられるという事です。  

●藤田会長       他に御意見、御質問はございませんか。 

ないようですので、原案のとおり許可相当として意見を

決定してよろしいでしょうか。 

              （「異議なし」の声あり） 

●藤田会長      御異議なしと認めます。よって、議案第５号「農地の転

用を伴う所有権移転等について」を許可相当として県知事

に意見を送付いたします。 

●藤田会長     ２６ページをお開きください。 

議案第６号「農地転用事業計画変更について」を議題に

供します。事務局から議題の説明をお願いします。 

○田中係長         議案第６号は、農地転用事業計画変更申請の規定による

農地転用の申請で、申請件数は、１件です。 

２７ページをご覧ください。 

１番、長岩町、田３筆、譲受人は、（６－１）さん。 

変更内容は、承継による変更です。 

その理由については、議案書のとおりでございます。 

 なお、関連議案として議案第５号４６番があります。 

以上です。 

●藤田会長      ありがとうございました。以上、１番について質疑に入

ります。 

           御意見、御質問はございませんか。 

             （「なし」の声あり）  

●藤田会長      ないようですので、原案のとおり許可相当として意見を

決定してよろしいでしょうか。 

              （「異議なし」の声あり） 

●藤田会長       御異議なしと認めます。よって、議案第６号「農地転用
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事業計画変更について」を許可相当として県知事に意見を

送付いたします。 

●藤田会長      ２８ページをお開きください。 

参考事項は、農地法第１８条第６項の規定による合意解

約についての参考事項ですので、お目通しをお願いします。 

以上をもちまして、農地関係の議案の審議がすべて終了

いたしました。 

よって、これをもちまして暫時休憩いたします。 

なお、１４時２０分から総会を再開いたします。 

●藤田会長        休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

これより農政関係の議題に入ります。本日は、ご案内し

ておりましたとおり、今年度の活動についてを議題といた

します。委員の皆様には、昨年 7 月より、委員としての活

動として、農地パトロール、農地基本台帳調査等、ご協力

ありがとうございました。本日は、今年度行った活動につ

いて、感想や改善点等、ご意見をいただきたいと思ってお

ります。それでは、まず、事務局より結果等の説明をいた

させます。 

〇谷口係長     農地における利用の意向についての調査について報告し

ます。昨年、７月から９月にかけて行いました農地パトロ

ールの結果、新規に耕作放棄地と判断された所有者、耕作

者の方、昨年意向調査を郵送したが返事がなく、今年も耕

作放棄地と判断された所有者、耕作者の方に、昨年１１月

に郵便にて意向調査を送付いたしました。今回、耕作放棄

地１２４件に郵送し、２月末現在６９件、９６筆 回答が

ありました。 

１ 農地中間管理事業を利用します。 ５筆 

２  農地利用円滑化団体（新居浜市農業再生協議会）が

行う農地所有者代理事業を利用します。 ２筆 

３ 自ら所有権の移転等の権利の設定もしくは移転を行

います。 ８筆 

４ 自ら耕作、売りたい。６０筆 
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５ その他が、１９筆 

耕作者の方では、所有者に返したいが２筆 

事務局としましては、今回の意向調査の内容において、

１、２選択された方については、制度の担当課である農

林水産課に情報提供します。 

農地の再生作業や農道が狭い、鳥獣被害等の問題も多

く、なかなか利用に結びついていないのが現状でござい

ます。 

担当地区の農地における利用の意向についてのコピー

を情報として提供いたしますので、今後の相談等にご活

用ください。 

また、７月から９月にかけて農地パトロールを例年ど

おりの方法で実施の予定としておりますのでよろしくお

願いいたします。 

次に、本日お配りしております、農政関係資料をご覧

ください。３ページから５ページには、担い手の情報と

して、農地基本台帳調査で借りたい希望の人の名簿、新

居浜市の認定農業者、認定新規就農者、青年農業者協議

会の名簿になりますので、情報提供します。 

また、９ページから１２ページには、いままで調査し

て、農地を貸したいと意向のあったリストになります。 

１３ページは、農地の利用意向調査に農地を貸したい

希望の一覧表になります。１５ページから２３ページは、

農地基本台帳調査で貸したい希望の一覧表になります。

詳しい情報等は、農業委員会事務局でお問い合わせくだ

さい。 

次に、２７ページから２９ページは、農地の利用意向

調査を郵送しましたが、返事のない人のリストになりま

すので、委員の中で情報をお持ちの方がいらっしゃいま

したら、事務局までお知らせください。以上です。 

〇横川事務局次長     私の方からは、農地基本台帳調査についてのご報告を

いたします。今年度の農地基本台帳調査の調査対象件数
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が２、５８１件ございました。その内、委員の皆様より

ご回答をいただきました件数が２、４７６件、事務局よ

り別子山地区、大島地区及び郵送対応をさせていただき

ました件数が１０５件、１０５件中８２件の回答がござ

いました。また、委員の皆様のご訪問等でご不在の理由

にて回答がなかった５５件につきましては事務局より郵

便で対応させていただいております。結果、回答のあり

ました２、５２６件中意向の農業を辞めたいが４５１件、

それ以外の方が１、２３４件、未回答の方が８４１件と

なっており記入が有りました方の約４割程度の方が農業

を辞めたいと回答されております。調査項目６の農地を

貸したい売りたい方のうち、貸したい希望があり掲載の

同意を頂いた方については、農政関係資料１４ページか

ら２３ページの様に、本年度調査の結果を３月１日に農

業委員会のホームページに掲載させていただきました。

記載がある方のうち同意の有無を書いていない方が多

く、ホームページに掲載できない方が多くいらっしゃい

ましたので、問い合わせ等ありましたらご説明をお願い

します。 

            農政関係資料３ページに記載しております、調査項目

５の農地を借りたい・買いたいとご希望のある方のうち、

借りたいとの要望がある方について、ホームページと同

様の資料をお送りいたしました。今後問い合わせ等があ

りましたら、委員さんにご相談させていただく場合もあ

ろうかと思われますので、ご報告いたします。 

          また先ほどの結果でもお話させていただきましたが、調

査項目１の農業意向について空白の方が多く見受けられ

ます。農業に取り組む意向につきましては、遊休農地の

発生等にも関係があろうかと思われますので、聞き取り

の際には書き込んでいただけるよう、ご依頼をお願いし

ます。 

委員の皆様には年末年始のお忙しい中調査にご協力いた
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だきましてありがとうございました。以上です。 

●藤田会長          ただいま事務局から説明していただきましたが、 

ご意見、ご質問等はございませんか。 

●藤田会長           どうぞ、近藤委員さん。 

〇近藤委員       意向調査の中で選ばなくてはいけない事になっている

のですが、今後専業でやりたいとか、兼業でやりたいと

か、一番下が兼業でやりたいという項目しかないんです

けど、現実問題は現状でなんとか維持したいとか、仕方

なくやっているという方の方が多いですよね。そういう

方が意向に印を付けるのが兼業でやりたいしか選べない

というのが今の調査の中身なので、あそこを改善してい

ただきたい。 

〇横川事務局次長    基本台帳調査の１番、意向のところについての質問だ

と思いますが、去年もお答えしたんですが、この項目自

体は農業委員会を統括しております、全国農業会議の方

で様式を作っておりまして農地台帳の報告が法定台帳と

いうこともありますのでなかなか意向を変更するのは難

しいかと思っております。ただ、そういうご意見も納得

できますので今後その部分が作れるかどうか改良等で対

応できるようであれば全国農業委員会と話をいたしまし

て改正をさせていただけたらと思います。以上です。 

〇近藤委員       できましたら下にコメント欄でも追加して、それらが

選択できるようにしていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

●藤田会長           他にございませんか。はい、小野（春）委員さん。 

〇小野（春）委員    今回の調査について皆様、件数は違いますがご苦労さ

れて調査を終えられていたのですけど、今の意向調査の

内容を、同じ事を毎年しても対応できていない気がしま

すよね。そういった中で貸したい、借りたいというのは

中間管理機構という文言もないし、それを上手く説明で

きるかというハードルもあると思いますが、今回の調査

についての意見、希望を全員に聞いてほしいです。以上
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です。 

●藤田会長       今、小野（春）委員さんから仰られたように皆様も調

査の中で色々な思いがあるだろうと、調査自体も改善を

していかないと、山下委員さんから順番に一言お願いし

ます。 

〇山下委員       １件聞きたいのですが、認定農業者の方で２１番で複

合と書いているのはどういう意味ですか。 

●藤田会長       ハウスでいろいろしたり、路地野菜をしたり、施設園

芸をしたりをミックスしたものを複合となるんじゃない

のかと思います。 

〇岩崎委員       調査に行って項目別に説明をしてお願いをしているつ

もりなのですが、昨年もやっているから昨年通りにして

下さいという所が多く、遊休農地で分かっている所はい

ろいろお尋ねできるんですけど、中々きちんとするのは

難しいし、もう少し期間を長くしてほしいです。以上で

す。 

〇小野（義）委員    私の調査する所は結構山間、谷間の所で鳥獣被害とか

面積が狭い条件の悪い所が結構多いのでその辺が遊休農

地になっている状況です。所有者が負担になって手放し

たいと、草刈りとかもできないし何とかできないでしょ

うかと言われても受ける所がないんです。そういった所

を何とかできればいいんですけど、中々難しいのが現状

です。 

〇寺尾委員       私は山映えばかりの土地です。勾配地だらけ、原因と

言えば農道がないと、作りたくても入れないという案が

だいぶありました。その意向調査の中でも千差万別で、

この項目に該当するという方はわずかでした。専業をや

っている方は数件、後は全部兼業、子供と一緒にやって

いる後は辞めたいか、貸したいか２つに１つ。農業離れ

が顕著に表れてきております。以上です。 

〇横井委員     多喜浜の一番広い所を回ったのですが、とにかく親がい

ないと何１つ分かっていないのがほとんどでした。一応、
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例年通り言ってくれて回った感じです。 

〇藤田（健）委員  船木です。意向調査が一番のメインだと思っています。

もう１つは、意向調査があるから本人に会って意向を聞い

て判を押してもらう。結果から言うと、あの項目は本当に

難しいですね。結局どうもならないから兼業という所に印

をしたのがほとんどです。今の意向調査の用紙は分かりづ

らいので用紙を変えてほしい。 

〇矢野委員     私も船木なんですけど、調査をして一番感じる事は若い

人は百姓というのが頭にない人がほとんどで、おじいちゃ

ん、おばあちゃんと言った方がいいような人が畑があった

ら作物は作らなくても草を生やしてはいけないという意識

がある人がほとんどなんですけど、若い人は自分の家に農

地がどれだけ、何処にあるのか分かってない人が多いです

よね。隣近所とのコミュニケーションも薄れてきているの

で、隣近所のコミュニケーションも大事にしていってほし

いと思います。意向調査の意向というのは私が聞いてほと

んど印をしておりません。どういう事かというと現状で行

きたいと、現状とは何ですかというと現状ですと、いうよ

うな事なので辞めたいとかもっと増やしたいとかはそれな

りにチェックをさせてもらっていますがそうでない所は入

れておりません。 

〇藤田（隆）委員  泉川の藤田です。調べに対して、親は分かっても息子に

出てきてもらっても何１つ分からない。本人はどうしてい

るのかと聞いたら、父親が貸して作ってもらっているから

我々は全く分からないと、市役所にこういう制度があるか

らそれなりに手続きをしたらと言っても、それも面倒くさ

いと言う人が中におりました。どうしょうもないと思った

んですけど。担当地区で耕作放棄地でどうしょうもないと

こは何軒かしかないので自分で半分でも稲作でも作ってく

れている方はそれなりに管理をしてくれているんですけ

ど、身内でも分からない方が多くて困ったと思いました。 

〇小野（春）委員  希望として調査に行く側の立場として、最近ご夫婦で勤
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務されていて中々お会いできないのが多くありました。チ

ャイムを鳴らしても出てこない、訪問の時は私は携帯を持

参しているのですが対象の方の電話番号が記載されていな

い。個人情報もありますが、意向調査という意味では支障

がない限りは連絡先を記載してほしい。それと、作るに作

れないという時代の流れがございまして、そこで中間管理

機構などが主に出てくる時代になったので質問様式ですか

ね、貸したい、借りたいとかいう所の様式変更を検討でき

ればお願いしたいです。 

〇曽我部委員    今まで出ていた通り、今、新居浜の農業は大変な事にな

っているというのはご存知だと思います。我々、農業委員

が意向調査を回る、それで話を聞くというのは我々が回ら

なくては農協辺りもアンケートで回ったりはしています

が、全農家を回っているのは我々農業委員だけでこれは非

常に大事な事だと思います。話を聞いてあげるだけでも、

皆が大変な農業だと感じている所です。先程から言ってい

る意向調査の件ですけど、農業会議からきているからと去

年もそれだったんですよね。それはそれで、こちらの意見

をはっきり伝えているのか、１枚ものでいいので新居浜の

農業に合うようなものを作ったらと思います。 

〇合田委員     貸したいという希望の人が我々の所を見てみますと、も

っと多いんじゃないかと思うんですけど。例えば、貸した

いのだけれどもイノシシなどが来て借りてくれる人がいな

い、借りてくれる人がいないから現状維持でしといてね、

という意向があります。そういう人は意向なしに〇を入れ

てます。実態はこの数字よりも多いと感じました。 

〇池田委員     １件だけ事例として報告しておきたいのが、この方は自

己の保有農地が４反程あるのですが、その内３反は貸して

いる、自分で１反程だけ野菜を作っている方なのですが、

調査書の耕作面積の所が貸してあるから１反分しか表示さ

れていないんですよね。その方、これはどこから出てきた

数字ですかという事だったので経緯を話して１反分しか表
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示されていないですと、その方はこれは農地基本台帳じゃ

ないんですかと、少なくても私は４反の農地を持っている

と、その数字がここに出てこない以上は農地台帳としては

考えられないとの事で判を押さずに返されたんですよね。

調査っていうのは本人が書きやすいようなフォーマットを

作ってあげるというのが１番大事だと思います。現況に近

いデータが集まるんじゃないかと思いました。 

〇伊藤委員     調査にあたって農地の面積がこんなにも有るの、と言わ

れる方がいてよく聞いていると谷間にあって山林化してい

る所が以前は田んぼだったと、私も近くの土地なので本当

に山林化しているので、だけど田という形で登録されてい

るから調査対象になっているのかと思う所もありました。 

         本人が田から山林とか手続きをしないとならないのですか

ね。 

〇渡邊委員     調査していて、売りたい田んぼ、貸したい田んぼが幾つ

かあったとしても地番を全て把握している方はいない。地

番を調べるにも時間がかかり面倒くさいので意向なしで〇

を付ける方も結構いますのでその辺は調査にならないと感

じております。 

〇山口委員     私は意向調査には行っておりませんので細かい話などは

ございません。近隣の農家の方が言われるのは、色々な方

が集まって行政的にも農業委員会を含めて農林水産課、農

地整備課とかそういう関係者が集まった各支所別に年に１

回くらい先月のような会を設けたいというような声があり

ます。 

〇久枝委員     私は大生院ですが、以前から言っているように合計で何

平米とか合計面積でしか表示されてない。現在、百姓され

ている所に行っても中身がどうなっているのか、合計なん

か分からない、１筆ごといるんじゃないんですかとよく言

われているのですが、時間がかかるのは分かるんですけど

１年、２年でもかけてそっちの方向にもっていかないと、

合計面積だけではあいまいな数字でしかないような気がし
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ます。そこを、改善していく必要があるという事と、先程

山林の話が出ましたけども、特に大生院なんかは南の方も

北の方も山林になってほとんど耕作放棄地で出てきている

んですけど、少し農業委員会の方から指導して何年間か猶

予期間というのか２０年とか３０年とか放っておいたら山

林にできるとか、直ぐにできる方法があるんでしたら教え

てほしい。農業委員会の方から指導して少し方向転換をし

ていったら山間の耕作放棄地を山林に戻してあげることに

よって耕作放棄地が減ってくるんじゃないかと思います。

以上です。 

〇西原委員     治良丸の西原です。昨年１年間調査をしたのですけど、

調査をした結果をコピーして持ちたいと言った事があって

どうしてコピーが必要かというと、次の方に引き継ぎの際

に家の状態を伝える、個人情報になるとは思いますが次の

方に報告するのも大事だと思いましたが回答は出なかった

です。それと、もう１つは農業委員会と改良区との関係が

よく分からないんです。よそからお米を作る、野菜を作る

と来たとしても、改良区が管理している水利権、水利は改

良区の権限がなかったらいけないと思うのですが治良丸は

ですよ。農業委員会も改良区との関係をもっと密にして、

もう少しそこら辺の所を改善していただけたら農業する以

上、改良区の指導の元でやらなくてはいけないので、そこ

ら辺りの関係を教えていただけたらと思います。 

〇飯尾委員     一昨年、去年回って気付いた事は、萩生の担当は萩生西

と馬渕ですね、北山がずっと続いております。行く度に田

んぼだったのが草が生えてしまって話を聞くと、あの近辺

はイノシシがもの凄く出るらしく稲だろうが野菜だろうが

作っても全然話にならないと、おそらく何年もしたら雑木

林になると思うんですよね。一時期、特にイノシシの退治

なんですけど網を張ったりしないとと言われていたのです

けど、あまり網も張ってないしお金の問題もあるとは思う

のですが、何か１つ苦情を簡単にできるようなものがあれ
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ば、また復旧する可能性もあるのではないかと思うのです

が。農機具も揃えてあるけれどもイノシシが出るから辞め

ましたという話だけなので、農業委員会とか市の担当課と

相談していただいて少しでも返上ができるのであればお願

いしていただきたいと思います。 

〇守谷委員     土地の方で調べたのですけど、昔から立川等から下りて

来た人がいるのですが、自分の土地が何処にあるのか分か

らない人が多いですね。上原は山から下りてきて家を建て

た人が多いのでこういう方が多いです。 

〇寳田委員     角野の寳田です。正直言いまして調査を２年経験したん

ですけど、住宅地図と組引きだけで回ったのですが非常に

時間がかかりました。先輩は大変な事をされていたのだと

つくづく感謝しております。先程も言われましたが私の受

け持ち地区でも立川から下りてきている方もいらっしゃい

まして、畑はどうしているのですかと聞くと、サルやイノ

シシで駄目になってしまって今は山林化になっていますと

いう回答が多かったです。今年も年末から頑張って回らせ

ていただきます。よろしくお願いします。 

〇眞鍋委員     角野の眞鍋です。今回、２回目回りまして感じた事は項

目に当てはまらない状況がありました。お宅の畑はどうな

っていますかと聞いた所、別子山から下りてきて今まで１

回も畑に言った事がないと、現状のままですという事でど

うなっているのか分かりませんという回答がありました。

他にも高齢者になって作れずにそのままだと、息子がいる

ので息子に作れと言っても「お米は買った方が安いからそ

のままにしとかんかい」と言われると、現状のままで荒ら

したままです、という回答が出てきました。どうしょうも

ないので現状のままと付けました。 

〇田坂委員     泉川の山手の東田、光明寺を担当しています。実際に住

んでいるけど土地は大島にあると、こういう方の調査をす

るのは難しいですよね。土地は船木にあるなど４、５件あ

ったと思うんですけど、パトロールで土地を確認する事が
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できないので、もう少し調査の仕方を検討していただきた

いと思いました。後は皆様が仰ったように、光明寺もイノ

シシの被害が多く強く言えない。百姓しても赤字なんです

よね。皆さん兼業ですから、赤字になるから専業ではしな

いですよね。これが新居浜市内の現状だと思います。それ

と、私もアンケートをする立場なのですがアンケートが難

しい、分かりづらいです。曽我部さんが提案されたように

あれとは別に新居浜市独自のアンケート、その中に従来の

アンケートの項目を入れたら問題ないと思うんですよ。今

後もご検討をよろしくお願いします。 

〇宇野委員     船木の調査をしました。現状でいいという方が多い。１

件だけ３反と台帳には載っていたのですが、本人が仰るに

は１反しかないという事で調べていただくようにしていま

す。調査表の記入する欄があるんですけど、私も言われた

のが何処に〇を付けたらいいのか分からないというのが多

かったです。 

〇髙橋（眞）委員  去年回って感じた事や皆様の意見を聞いておりましたら

この調査をして何になるのかという人も居ました。イノシ

シ、サルこの対策ができないと作りたくても作れないとい

う声も有りましたので重点項目に入れていただきたいと思

います。 

〇井下委員     僕の意見は出尽くしていますのであまり意見はないので

す。 

〇高橋（繁）委員  大体意見は出たのですが、売りたい、貸したい、年金を

もらいながら細々とやっている、やれる間はやろわい、く

らいの意見しかないのですが、今まで聞いていたら鳥獣被

害とか山林に返ってしまっているという話なんですけど、

その辺りきっちり、できる所はできる、できない所はでき

ないと線引きをして、できる所は何とか協力をして、ここ

に名前があります認定農業者さんとか青年農業者さんがお

そらく新居浜市の農業の最後の担い手、１０年、１５年ぐ

らいにはなると思いますのでその辺り農業をやってくれる
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人を行政の方で何とか保護してあげて農地を守っていった

らいいんじゃないかと思います。 

〇村上委員     私の調査範囲は山間部で高齢者も多いです。調査に行く

と貸したいけど、この場所では作ってくれないだろう、売

りたいけど売れないだろうと、現状でいきます、そういう

所が大半でした。また、高齢者の方で遊休農地、シルバー

を雇って草刈りをしてくれる所はいいのですが、耕作放棄

地になって山に返ってきている所がだいぶできておりま

す。それと、もう１つ言われたのですが台帳調べを回って

いるのは新居浜だけではないかと、西条は封書で送ってい

ると聞いたのですがどうなんですか。 

〇岡部委員     毎年、聞いてない事を聞いてみようかという気持ちで訪

問するんですけど、何年も行っておりますと聞かなくても

頭に入ってしまってますからね。大島に農地を持っている

方についてもほとんど農地の所在地の確認ができておりま

せん。垣生についても垣生山がありますけど、垣生山につ

いては自給野菜も難しい、現状で田については水利の条件

の良い所は問題ないのですが、水利から遠い地力がないそ

れについては当家が諦めている。調査に回らなくてもほと

んど分かっているのが現状です。本当に調査については難

しい。田については案外はっきりしています。良い田を持

っている人は誰かに作ってもらいたいなど意欲があるから

荒れないように手入れはしていますが、問題が調査以前に

営農意欲が徐々に失せているのではないかと思います。新

居浜で兼業の中でもほとんど名だけの兼業で実際は販売金

額まで言える兼業農家がほとんどいないんじゃないかと思

います。本当の調査をしたいのであれば聞き取りではなく

本人の答えが出やすい調査方法を考えるべきだと思う。 

〇岡田委員     先程から大島の件が出ましたけど、私の受け持ちの地区

で大島に土地があるという方が２人いました。台帳の調査

の違う以上の農地を持っているを対象で行っているんです

けど当家に行ってみると農業には全然縁がない人ばっかり
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で、そういや大島に土地があるけど何処にあるのか、どう

なっているのか知らないと、２件共にそうでした。調査書

の記入方法が分からない、困った所がありました。 

〇神野委員     一番最後になりました。皆様が言っていただいたので今

回は意見はありません。 

●藤田会長     今までこうやって全員に意見をというのがなかったので

すが、調査を回られて色んな意見があるという。１つの例

として、私もそうなんですけど回った時に話の中でメモを

取る、いちいち調査書に当てはめていくと中々該当しませ

んので、それと、その家の耕作面積と保有面積が全く同じ

人と、中には利用権の設定をしたりすると減ります、借り

ると増えます、非常にばらつきがある。夏に我々は農地パ

トロールを行うんですけど、平坦の所だけであって上の段

の所は調査しておりません。出てくる数字は違ってくる。

新居浜市で農業振興計画を立てていくのに農地の面積は資

産税課の台帳面積しか出てこない。畑で地目がそうであっ

たら現況がどうであれ農地は農地のままです。調査に行か

れても分からない、耕作している田なら分かるけど畑にな

ると分からないというのが現実です。個人の専有物ですか

ら数字をあまり表に出せない、分からないという方は所有

者の方が農業委員会に行ったり、土地改良区に行ったりし

て自分の面積を知っていただく。資産税課に行くと一覧で

出ますからそれで調査をしてもらう。現地の確認は中々出

来ないと思いますけど。地目の変更についても西条の法務

局に行って届け出をしないと地目変更はできないと言われ

ている。有害鳥獣の問題については担当課からも言われて

いるのですが、行政の力だけでは難しいので集落全体で取

り組んでいただきたい。非常に難しい苦しい中ではござい

ますが、皆様方が地域のリーダーでございますので農地を

守り、農業者を守る為に色々ご尽力をいただきたいと思い

ます。今、仰った事は事務局でもメモっているのでこちら

の方で検討して後日お知らせいたしますのでよろしくお願
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いします。 

          他にございませんか。 

〇矢野委員     新しく意向調査で用紙が増えてきた、何で増えたんです

かというと相続で増えてきた。百姓をする、しないの意向

とは関係なく自分の取り分だから相続したという方がおり

ます。百姓するのか聞くとしないと、こういうのが増えて

いると思います。民法か何かよく分かりませんけど、権利

だから平等に相続できるというのは現代に合わない気がし

ます。目的のない相続のやり方は辞めてほしいと思います。 

         相続する時に兄弟が何人かいたら百姓をする人には土地

を、その他の人には他の財産がいくなど何かのきっかけを

作ってあげないと、新居浜市も３反以上の農地を所有して

いる人も少なくなるというのが極論ですけどね。 

●藤田会長     新居浜市の下限面積を下げなければいけないとなっては

いくと思います。こういった機会で皆さん方からのご意見

を出していただいて、より良い農業委員会活動に取り組ん

で行きたいと思います。 

          他にございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

●藤田会長         ありがとうございました。 

              ここで事務局より連絡事項がございます。事務局どうぞ。 

〇谷口係長     それでは、第２３回新居浜市農業委員会総会について連

絡いたします。資料と同封いたしましたが、３月２２日金

曜日、１５時４５分から、リーガロイヤルホテル新居浜 桜

の間にて総会、１７時１５分から、菊の間にて、懇親会を

開催いたします。出席人数の把握をするため、本日出欠の

連絡を事務局の方へお願いいたします。 

次に平成３１年度先進地視察研修について説明いたしま

す。資料と同封いたしましたが、平成３１年度農業委員会先

進地視察研修につきましては、４月１０日水曜日から１１日

木曜日の１泊２日で実施することになりました。 

研修先として、１日目、滋賀県高島市 鵜川棚田保存会に
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て「耕作放棄地の活用と地域活性化への取組みについて」 

２日目は、京都府京丹波町「道の駅 京丹波 味夢の里」に

て「設立経緯と活動状況について」の研修予定です。 

少し早いですが、朝６時５０分に市役所玄関前集合でよろ

しくお願いします。宿泊先は、大津市にあるホテルテトラ大

津になります。市役所へ帰ってくる時間が１１日（木）の１

８時３０分着の予定になっております。出欠等の連絡を資料

と同封しています、平成３１年度農業委員先進地視察研修の

提出をお願いいたします。なお、本日中のお返事が難しいか

たは、３月８日（金）までにお願いいたします。 

●藤田会長         ありがとうございました。 

以上をもちまして、第２２回新居浜市農業委員会総会を

閉会いたします。 

御協力ありがとうございました。 

〇藤田事務局長    御起立ください。礼。ありがとうございました。 
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